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ドイツ文学におけるロマーン
　　　　　理論の研究（皿）
一バロック時代（その一）一
谷　崎英　男
は　　じ　め　　に
　前稿においては，月本語の小説という言葉の意味を間い，現在用いられてい
る小説という言葉は坪内遺蓬によって英語のノヴェルの訳語として使用された
ことを明らかにした。ついで英語のノヴェルは，ヨーロッパの値の国々では通
例ロマンと称され，この肩マソというジャソルがヘレニズム時代に生れ，ドイ
ツではイェルク・ヴィクラム（J6rg　Wickram）（？152C←？1562）によつて確
立された経緯を述べた。今回はそれにつづくバロック時代にっいて触れたい。
1．バロック時代以前の散文文学
　さてヴィクラムが活躍した16世紀は，ドイツ文学史上ではrルネッサンス時
代」と呼ばれているが，バロック時代に触れる前に，この時代の散文文学を眺
めてみることが適当であろう。バロヅク時代以前の散文文学の開始は，ドイツ
においては前述したr散文ラソスロ』を除けば，15世紀の初期に求められ，フ
ランスで始まった朗読文学から読書文学への移行は，中世後期におけるヨーロ
ッパ共通の翼象であったが，ドイツにおいてはいくつかの流れを認めることが
できる。
　まず第1の流れは中世盛期の叙事詩の散文化である。宮廷や初期市民階級の
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読著たちは，完成された形式よりも，語られる物語の材料に関心を持っように
たり，カール犬帝やアーサー王伝説の叙事詩が散文に置きかえられ，特に印刷
術の発明以来広い大衆の手に入るようになったのである。アイルハルト・フォ
ン・オーベルゲ（EilhartvonOberge）の『トリストラソトとイザルデ』
（T㎡stlant　und　Isalde），ハルトマソ・フオソ・アウェ（Hartmam　von　Aue）
の『グレゴーリウス』（Gregorius），ヴィルント・フォン・グラーフェンベル
ク（Wi耐von　Grafenberg）の『ヴイゴロイス』（Wigolois），ヴォルフラ
ム・フォソ・ユッシェンバッハ（Wo肚amマon　Esch㎝bach）の『ヴィレハ
ルム』（Willeha1皿）などの散文化が，その例である。
　第2の流れはフラソス文学からの受け入れである。この流れに属するもの
は，年代順に追うてみると，まずテユーリソグ・フォン・リンゴルティンゲン
（Thiring　Y0n珊ngoltingen）（1415－1483）のフラソスの吟遊詩人クールド
レヅト（COuldrette）の詩に基づいた美しきメルズィーネの翻訳がある。これ
は1474年にアウクスブルクで『Disabente並τ1ichbuchbeweysetmsvon
einer　hawen　genandt　M1e1sina　die　ein　Merfaye　was』（このロマンチック
な本は海の妖精であるメルズィーナと呼ぱれる女について，おれわれに知らせ
る）というタイトルのもとに出版され，人聞に恋した人魚の童話である。つい
で1483年には，オーストリア公爵夫人エレオノーレ（Herzogin　Eleonore　von
Osterreich）（1433－1480）が14世紀の終り頃のフラソスの散文物語を訳した
恋愛物語rポントゥスとスィドーニァ』（Pontus　md　Sidonia）が同じくアウ
クスブルクから発行された。さらに1493年には，バーゼルでマルクヴブルト・
フォソ・シュタイソ（MafquardtマonStein）（～1425一一？1495）の同じくフラ
ンスの翻訳物である『トゥルソの騎士』（Der　Ritter　von　Tum）が現われて
いる。重たザールブリュケソ伯爵夫人エリーザベート（Gra丘n　Elisabe肚∀on
Nassau－Saarb軸cken）（1397－1456）がフラソス語から翻訳Lた『7一ク・シ
ャプラー』（Hug　SchaPler）（1500年），『ローアーとマラー』（Lo11er　mdMa1・
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1er）（1513年），『ヘルピソ公爵』（Herzog　Herpin）も16世紀の初頭に印刷さ
れ，人気を博したのである。16世紀の30年代には，さらにフランス中世文学の
ドイツ語への散文化が進み，『ハイモンの子供たち』（Haimonskinder）（1531
年），『フィユーラブラス』（Fierabras）（1533年），『オクタヴィアーヌス皇帝』
（Kaiser　Octaianus）（1935年），『美しきマゲローナ』（Die　schδne　MageloIla）
（1935年）などがつぎつぎと民衆本として販路を広げた。これらの7ラソスか
らの散文物語の主流となっていたのは，いうまでもなく宮廷ないし騎土的な生
活環境であった。しかしながらこのような特権階級的領域からの解放の芽もす
でに現われてい私有能とカ㍉信頼性とか，個人的な独創性というような向上
をめざしつつある市民階級の諸徳性が，まだきわめて遮蔽された形ではあるが，
行動のモラノレの動機づけの一つとして入り込んでいる。また主人公たちの驚ろ
くべき冒険についての報告は，その童話的な奇蹟の性格を奪われ，興味はもっ
ぱら地理的な清報にそそがれるようになった。物語の主人公たちの冒険は，外
国についての知識を増すのに役立ち，散文文学は物語材料のほとんど無隈な拡
大を容易にしたのである。
　第3の流れとしてあげられるのは，ギリシャやローマの伝統から受け入れで
ある。すなわち，ルネッサンスの人文主義の影響のもとに古代の材料に手が加
えられたのである。これも年代順にあげると，まずウルムの医者であったハイ
ソリッヒ・シュタイソヘーウェル（Hemr1chStemhowe1）（1412－1478）が
『テユーロスのアポローニウス』（Apo11onius　von　Tyros）を翻訳し，アウク
スブルクで1471年に出版されたが，この物語の中には次のバロック小説に現わ
れる典型的な主題である船の難破とカ㍉2人の主人公の別離，そして最後には
再会して幸福に結ばれるといった要素が予示されている。ついで1472年にはミ
ュソヘソの医者であるヨハネス・ハルトリーブ（Johames　Hartlieb）（140（ト
1468）の『大アレキサソダー物語』（Das　Buch　von　demgroBen　Alexander）
漆死後に同じくアウクスプルクで出版されたが，これはローマ時代を越えてギ
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リシャ時代にさかのぼっている。さらに翌1473年にはr七賢人物語』（Buch
von　den　sieben　weisen　Meistem）が，っいで1489年には約300の物語や，
寓話や，童語などをあつめたrローマ人行状記』（Das　Buch　Gesta　Roma－
nOrum）が同じくアウクスブルクで発行されたが，後者はその後ヘルマン・ヘ
ッセなどによってもドイツ語化されている。17世紀のロマソの発展にとって重
要なのば，ルーツィウス・プレーイウス（LuciusApuleius）の『変身物語』（別
名『黄金のろば』）（Metamorphoses）（Asinusaureus）である。これは1538
年にアウクスプルクで『ルーツィウス・アプレーイウスの黄金のろばにっいて
の愛らしくまたおもしろい物語』（AinSchδnLieblich，auchkurtzweylig
Gedichte　Lutii　Apu1eij，von　eine蛆gulden　Ese1）というタイトルで出版さ
れたもので，ろばに変身したルーツィウスがさまざまな人問の行動様式や極遣
を体験するrオデュセイア』のパロディである。
　そして1554年になって，ヨーロッパのバロック時代のロマンにとってはもっ
とも大きな意味をもつと思われる前述のヘリオドロスの『エチオピア物語』
（Aithiopika）がシュトラースブルクで出版された。この本のタイトルはrエ
チオピア物語，ギリシャの高潔な英雄と，黒人のそ一ル人の王の娘である美し
き乙女迂著者の名はテアゲネス，乙女の名はカリクリア）とのすばらしくまた
愛らしい物語。物語の中には立派た教訓とともに，しつけや誠実，幸福や不幸，
喜びや悩みが描かれる』（Aithiopika　Histo由，Eine　sch6ne　md1ieb1iche
Histori，von　einem　groBm直tigen　Helden　aus　Griechenland　md　einer
vberschδnen　Jmckfrawen，eines　K6nigs　dochter　der　schwartzen　Moren
（der　Jmg11㎎Theagenes　vmd　d1e　Jmckfraw　Char1c11a　gen㎜t）daづn－
ner　Zucht，Erbarke1t，G1uck　md　Vngluck，Freud　vnd　Leld　zu　sampt
viel　guter1eren　beschdeben　werden）という長たらLいもので，1脳年ま
で7版を重ねている。この7版という数から察せられるように，この本はきわ
めて人気があったにもかかわらず，このドイツ語版はヘリオド目スの物語技術
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をドイツの散文物謝こ利用するまでには至らなかった。このことはヘリオドロ
スの物語構成を応用した17世紀初期のフラ1■スのロマンの翻訳によって行われ
たのであ飢この作品は前述のようにバロック時代のロマンの発展にとっては
ひじょうに重要なものなので，今少し詳しく眺めてみよう。
　まず物語の初めにヘリオドロスは事件の核心へ読者をみちびく。若い1組の
男女，カリクリアとテアゲネスは，海賊の手に落ちたある船の最後の生残りで
ある。そのときある気高い海賊の首領がナイル河の河口の近くで，2人を浜辺
で発見し，1人の忠実な奴隷にかれらを委せる。3人がしばらくの間，別れ別
れになっているときに，奴隷は偶然エジプト人の老人に会うが，この老人は，
rエチオピアの女王の命令をうけて，私は昔捨てられた女ヨ三の娘のカリクリア
を探し求め，デルフィで本当に見つけ出しました。しかしながらテアゲネスも
一緒にっいてきた帰りの航海で，海賊に襲われ，それ以来テアゲネスとカリク
リァにっいては，何の消息もあうません」と話す。奴隷はその老人を行方不明
であったカリクリアのもとへ連れて行って慰め孔このエジプト人の話によっ
て本筋の前の物語の埋め合せがなされているのである。そうこうするうちに現
実の本筋では新しい紛糾がはじまるのである。テアゲネスがふたたび略奪にあ
い，連れ去られる。ついでテアゲネスを探し求める手に汗を擾らせるようた出
来事が物語られ，変った境遇のもとで愛し合う2人は女王の娘の故郷で再会す
る。つまりかれらは捕虜の身で，神々に生けにえとして捧げ物に法ることにな
っていたのである。．しかしその時カリクリアが家族に自分の身分を明らかにす
る。物語の大団円が近づく。少し前までは生げにえとして予定されていた2人
は，神の召使として神にささげられる。多くの試練を経た2人が幸せに結ばれ
るのを妨げるものはもはや何もたい。結婚式のクライマヅクスに，贈り物とし
て人間の生けにえを廃止することが告げられて物語は終るのである。
　この後期ヘレニズム時代の冒険と愛の物語ぱ17世紀の作家たちの模範になっ
た。なぜなら17世紀の作家たちは，雄々しく愛し合う2人のストイックな態度
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の中に自分たち自身の構想を再認識できるように思ったからである。特に7ラ
ソスの作家たちはこの物語を引き合いに出した。運命や人生の禍福に対するス
トイヅクた辛抱強さの勝利と，この物語にあるような人間的な宗教性に嚢づけ
られた毅然とした態度はバロヅク時代の趣味に合ったのである。
　その後17世紀になってさらに2つの重要な後期ヘレニズムの散文がドイツの
読者に知られるようになった。1615年には，すでにrロマーソの起源」の項に
述べたロンゴスの『ダフニスとクロエー物語』がフランクフルトで初めて印刷
されたといわれ，この作品のもつ田園牧歌調の着色は17世紀においては色々の
バリエイションで取り上げられたのであ㍍最後に1631年には，これも既述の
アキレウス・タティオスのrレウキッペとクレイトフォソ物語』がドイツ語に
移され，このようにしてヨーロッパのバロック時代のロマンの規範となる古代
の重要な作品が，17世紀の初めにはドイツにおいても読まれるようになったの
である。
　第4の流れとしてイタリアの短篇小説（nOYe11a）からの影響があげられる。
この方面では南ドイツの初期人文主義者を通してイタリアの短篇小説が，すで
に15世紀にドイツ語に移されている。スイスの貴族であった二一クラス・フォ
ソ・ヴゲレ（Nik1as　von　Wy1e）（1410－1478）は，後の教皇ピウス皿世で
あるエネア・スィルヴィオ・ピッコロミー二（Enea　Si1vio　Picco1omini）（1405
－1464）の悲恋物語『エウリァー口とルクレーティアについて』（De　Euria1o
et　Lucretia）を1462年に独訳し，さらにジョヴァンニ・ボッカチオ（Gioマami
Boccacclo）（1313－1375）のr＋日物語』（Decamerone）の4回目の最初の
物語として語られる『ギスカルドとギスモンダの愛』（1’amor　di　Guiscardo　e
di　Ghis皿onda）も独訳している。また前述したハインリヒ．シュタインヘー
ヴェル（Heinhch　Steinh6we1）は，1471年と1473年にフランチェスコ・ベト
ラルカ（Francesco　Petrarca）（1304－1374）のラテン語版に基づいたポッカ
チオの短篇『グリセルディス』（Griseldis）を独訳し，さらに1473年には同じ
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くポッカチオのr才気燥発の貴婦人にっいて』（Von　symrychen　er1uchten
Wyben）を翻訳したが，彼の名声をもっとも高めたものはrイソップ物語』
の翻訳であった。同じ頃1472年から翌年にかけてウルムでニュルンベルクの都
市貴族であったハイ：■リヒ・シュリュッセルフェルダー（Heinrich　Sch1宜s－
se1feder）がアリーゴ（Arigo）という匿名でr＋目物語』全都の独訳を出版し
ている。さらに1499年にはメッツで同じく匿名で12世紀のフラソスの牧歌風物
語である『フロワールとブラソシュ7ロール』（Floire　et　B1ancheior）に基
づいたボッカチオのrフィルコー口』の翻訳がr王侯フロリオと愛するピァン
セフォーラの気高き愛についての美しく新しい物語』（Eingarschonenewe
histori　der　h㏄hen　lieb　des　kuniglichen　fursten　F1orio　und　von　seyner
lieben　Bia皿ce∬ora）というタイトルで発行されている。
　第5の流れとして捕捉できるのは，笑話（Schwank）の物語集である・
Schwankというのは，動詞schwingen（振る，振り回す）から来た言葉で，
schwanken（ぐらつく），schwenken（振る）も同根で，Fechterstreich（打
つまねまたはふりをすること）というような使い方から「ある人になされるい
たずら」のような意味が出てきて，今日のようたrふざけ・しゃれ」さらには
それを物語ったものとしてr笑話」，あるいは芝居にしたものとしてr遣化芝
屠」というような意味になったのである。ωフランス文学におけるファブリオ
（fab1iau）にあたるものである。フランス文学においては，叙事文学は11世紀
の『聖者伝』（マie　des　saints）に始まり，12世紀初頭（もしくは11世紀末）以
後の『武勲詩』（chansOn　de　geste）の高揚を迎え，さらに12世紀以降には
『宮廷風騎士道物語』（rOm孤C0耐0iS）と総称される作品の出現を見たが，
これらの3つのジャソルの担い手は中世文化を支える2つの原理・す在わちキ
リスト教と封建制度を体現する聖職箸と騎士あるいは貴族であった。ところが
13世紀を通じて14世紀の初頭まで笑いの質や音色はさまざまであったが，理念
的世界ではなく現世に焦点を絞ったファブリオという笑話が流行し，そこには
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商人や農民など庶民の姿も見うけられるようになった。ジョゼフ・ベディエ
（Joseph　B釦ier）の定義によれば，rファブリオはロマンのように伝記的た行
き方をしない。主人公たちを舞台に登場させる唯一の事件の発端でとらえ，事
件が終るとともに彼らを遺棄する」のである。｛到
　ドイツでは1515年に『ブラウンシュヴァイク出身のディル・ウーレソシュピ
ーゲルが生涯を終えるについての楽しい読物』（Ein　kurtzwei1ig1esen　von
Dy1Ulenspiegel　geboren胡dem　land　zu　BmnBwick，wie　er　sein　leben
vollbracht　hとtt）という本が初めて印刷に付された。ウーレンシュピーゲルを
主人公とするこの笑話集は，すでに15世紀に北ドイツで始まっていたらしい。
この作り話の範囲は，ウーレソシュピーゲルの誕生からその死までに渡ってい
るが，たとえぼ前述したrフォルトゥナートゥス』で見られたような何らかの
発展の様式を描き出していない。主人公ウーレンシュピーゲルという人物は，
それぞれのシチュエィションに応じた笑話の色とりどりの物語の世界のための
ライトモチーフになる中心であるにすぎないのである。すばしこくて，悪知恵
があり，すれっからしの農民の息子が南ヨーロッパやドイツを族行し，ギルド
によって結集し都市生活の重要な要素になった職人達のうぬぽれの正体をあば
くのである。ちょうど豊かな商人の家族によって代表される大都市市民階級
が，宮廷ロマンから市民的ロマンヘ移行する際に，それまで支配的であった貴
族的た物語の世界に反抗してそれ自身の調子を見出したように，悪賢い農民の
息子が職人階級に対して自己の権利を主張するのである。この『ディル・ウー
レンシュピーゲル』に類似した作品としては16世紀になお2つの作品をあげる
ことができる。新教の牧師であったヴォルガング・ビュットナー（Wolfga㎎
跳ttner）（～1530一？1572）がザクセソの宮廷道化師の姿を描いた『クラウス・
ナレン物語』（Historien　Y0n　C1aus　Narren）（1572年）とトレビーンの市役
所書記であつたバルトロメーウス・クリューガー（Ba前holom邑us　K油ger）
（1540一？1597）がベルリソで1587年に出版したrハソス・クラーヴェルトの
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おかしな物語』（Hans　Clawerts　Wefkliche　Histcri㎝）であるが，ともに道
徳的な教訓を含んでいる。
　ルネッサソス時代にイタリアでは前述した短篇小説と並んで，軽妙酒脱で，
大低は工ロティクな事件を上晶に語った機知に富んだ艶笑講が作られていたが，
町医者で人文主義者であった前述のハインリヒ・シュタイソヘーヴェルは，す
でにジャソ・フランチェスコ・ポヅギオ（GiaI1Francesco　Poggio）の『滑稽
講』（Liber　facetiamm）から6篇を独訳しているが，テユービソゲ1■大学の
教授であつたハイソリヒ・べ一ベル（Heinrich　Bebe1）（1472－1518）は，こ
のポッギオのスタイルをまねて，1509年から14年にかけて農民，坊主，娼婦，
学生などを素材にして3巻本のラテン語の笑話集を出版している（1558年に独
訳）。また修道士であったヨハネス・パゥリ（Joh㎝nes　Pau1i）（1455－1530）
は，1522年にシュトラースブルクで『諸護と厳粛』（Schimpf　mEmst）とい
うタイトルで693の説教物語や笑話や亀鑑物語などを集めたものを刊行した。
そして前述したイエルク・ヴィクラムのr車中草紙』が1555年に出現したとき
には，同じような笑話集が数多く続いた。ヤーコブ・フライ（Jacob　Frey）
（1520－1562）の『園遊会』（Gartengese11schaft）（1556年），ヴァーレンテ
ィ＿ン．シュ＿マン（Va1entinSchumann）（1520－1559）のr小夜草紙』
（Nachtb直chlein）（1558年）などである。ルネヅサンスや人文主義の伝統を担
ったものであれ，あるいは古いドイツの伝統を担ったものであれ，このような
笑話集の流行はそのまま17世紀初期まで続いたのである。
　第6の流れとして取り上げられるのは，いわゆる民衆本（Vo1ksbuch）であ
る。ハンス・ゲルト・レッツァーによれば，15世紀および16世紀の散文ロマソ
の中で廉価版によって広範囲こ流布L，犬衆の趣味にたえず新たに適応させら
れたものにr民衆本」という名称を付与したのは，ロマン派の人達であるが，
この概念は後になってさらに細分化され，外国文学から受け入れたものや，薯
者がはっきり分っているものはr流行本」（vo1kstiim1iche腕cher）と呼び，
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ドイツの文化領域内において成立し，匿名で出版されたものだけを本来の意味
におげるr民衆本」と称するようにたったという。｛割しかしながらどちらも人
気のある散文物語を包含しているという点では共通しているのであるから，こ
のような区分は二次的なものであり，民衆本の出版者や読者にとっては，この
ような差別は存在しなかったといえよう。
　民衆本の第1にあげられるのは，後年ゲーテの大作rファウスト』の機縁と
なつた『ファウスト博士伝』（Historia　Y0n　D．Joham　Fausten）（1587年フ
ランクフルト発行）である。この民衆本は当時に散文物語が売れることを念頭
においたために，旧教と新教との争いを取扱うことを意識的にさけたのに対L
て，信仰の分裂を中心的なモチーフとした点で異色なものであり，ここではル
タ丁的正統主義の観点からファウストが宗教的道徳的に弾劾されるのである。
またキリスト教の伝統から生れた民衆本としては，もう1つ『アハスヴェール
スという名前のユダヤ人の短い叙述と物語』（K耐e　beschreibmgmd　erzeh
1u㎎，v㎝einem　Juden，mit　Nahmen　Ahasvems）（1602年ライデンで発
行），いわゆるr永遠のユダヤ人」（der　ewige　Jude）の物語がある。これは
キリストがはりつげの刑に処せられる途中で，壁によりかかってしばしの休息
を乞うたのに対Lて，これをつきとぱして拒絶したために，永遠に休みなくこ
の世の中をさまよい歩かなければならない男の物語で，後にはゲーテ，シャミ
ッソー，レーナウなどにも文学的な題材を提供している。
　そのほかフランクフルトの出版者であったズィークムント・ファイヤーアー
ベソト（Sleg㎜md　Feyerabend）が1587に公刊Lたr愛の本』（Buch　der
Liebe）の中には，当時人気のあった物語の代表的な縮図が見られる。主たる
ものはフラソス文学からの移入が多く，『オクタヴィアーヌス皇帝』（Kaiser
Octavi㎝us）（1535年），r美しきメルズィーネ』（Die　sch6I1e　Me1sine）（1474
年），r騎土ポントゥス』（Ritter　Pontus）（1483年），rヘルピン公爵』（Herzog
Herpin）（1514年），rトウルンの騎士』（Der　Ritterマon　Tum）（1493年），
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『美しきマゲローネ』（Die　schδne　Mage1one）（1535年）たどがその例であ
る。
　これらの民衆本は大いに読老に歓迎され，30年戦争後まで大した変更なしに
版をかさねたが，やがてその評価に変化の兆しが現われるようになった。市民
階級や宮廷官僚は，宗教改革による学校制度によって，また南ドイツではイエ
ズス会派による反宗教改革的な教育志向により，同時代の他のヨーロッパの文
学を知るようになり，民衆本はこれに対抗する力を失ったのである。またLて
もドイツの散文物語は，外国からの衝撃を受けて新しい飛躍をとげるのであ
る。そして17世紀においては，政治的にも文学的にも，偉夫なる規範になった
のはフランスであった。民衆本はしぶとく生き続けたにもかかわらず㍉無学な
ものの読み物として押しやられ，なんらの美徳もモラルも教えることない無益
なものとしてr農民のロマン」（Bauemroman）と呼ばれるようになったので
ある。
　最後に7番目として無視できないのは，スペイン文学からの受げ入れであ
る。そのもっとも代表的なものは，『アマディース』（Amadis）小説群である。
（スベイン語読みではrアマディス』［Amadis］）カルスィ・ロトリゲス・テ・
モソタルポ（Garci　Rodrigue2de　MontalY0）が1508年にrガウラのアマデ
ィス』（A㎜adis　de　Gaula）をサラゴヅサで出版したとき，これによって騎士
道小説のヨー回ツバ全土に渡る復活のための礎石を置いたとはほとんど思いも
よらなかったであろう。彼はこの作品によってアーサー王をめぐる騎土の世界
を再び浮び上らせたが，単にそれだけにとどまらない斬新さをもたらした。そ
うでなげれば，当時の読者に歓迎されることもなかったろうし，短期間に全ヨ
ーロッパを征服Lてしまうようなことはなかったであろう。その新しさを形作
っているものは，騎士道生活の大魁底解放であった。たとえぱここで描かれて
いるのは，中世のミソネ（Mime）のように女性への代償を求めない，むくわ
れざる愛ではなく，あらゆる低抗に打ち勝つ勝利者の愛なのである。ゲーテも
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1805年にシラーにあてて「こんなすばらしい作品を翻案改作箸のものでしか知
らずに年をとるということは，何と恥かしいことであろう」と書いているほど
である。担，
　そのあたりの経緯をさぐるために，いますこし詳Lく筋を追ってみよう。捨
て子のアマディスは高貴の生れであったが，王家出身の養父を通してイギリス
王の娘ナリアーナと知り合いになる。アマディスは戦いにおいて勇気の点です
べての人をしのいだので，早く騎士の位を授けられ私騎士となって彼は弱き
ものを保1護し，悪を破るために武着惨業に出かけ恋人の称讃を勝ちえる。そし
てこの武者修業の際には，善良な妖精のウルガソダがアマディスの手助けをし
てくれるのである。旅の途中で彼は両親と兄弟に再会し，彼の高貴た出生の事
実が世間の前で証明される。さらにアマディスがそのいいたずげとその父親を
邪悪の魔術師であるアルカラウスの手から解放したとき，彼の思いはオリアー
ナによって聞きとどげられた。（このような教会の神聖た結婚の祝福を意に介
さない自由奔放な場面やアマディスの正式の結婚によらない出生などについて
は，すぐさま批判が起きたらしい。）
　しかしこのような幸福も長くは続かなかった。オリアーナは，アマディスが
王座をめぐる戦いで援助を与えたブリオラソハ女ヨ三を愛していると信じていた
ので，アマディスを遠ざげてしまうのである。絶望してアマディスはベルテネ
ブロスという名前になって孤独の中へ引きこもり，死を求めて途方もない冒険
に身を投じ，全世界をめぐる。そして人目に気付かれずにオリアーナの父親の
ために戦って勝利をおさめるが，好意と名誉を取り戻すことはできない。人聞
や怪物との危険な戦いを長い間続げたあとで，オリアーナがいやいや結婚させ
られることになっていたローマ皇帝に打ち勝ってはじめて，アマディスとオリ
ァーナの2人は和解し＝，誠実に愛し合う恋人たちは島で幸福に生活する。ここ
で3巻目が終るのであるが，このように『アマディス』の中では，ストーリー
の線が幾重にも重なりあっていて，この点ではヘリオド目スの影響を見逃すこ
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とはできないが，このロマンは無限に次から次へと語り続けることのできる完
結していないロマソといえよう。なぜなら空想的なフィクショソではあっても，
同時にある家柄の系譜の物語でもあり，国家の物語でもあるからである。王国
の運命は王室の婚姻政策に左右される。そこで事件は世代から世代へとつぎつ
ぎに語りつがれるのである。モンタルボ自身は5巻目をつけ加えたが，これは
アマディスとオリアーナの間に生れた息子エスプラディアンの冒険を物語るも
のであった。そして別の著者たちがそれから先へと冊数を重ねて行くのであ
る。このrアマディス』がドイツヘ渡ってきたのは，フランス経由であった。
フランスではニコラ・デルベレー・デ・ザール（Nico1as　D’Herberay　des
Essart）が1540年から48年にかけてスベイン語のテキストを翻訳し，これがド
イツ版の基礎になり，ドイツ版は1569年にフラソクフルトで出版され，1595年
までに24巻にも達したのである。
　以上のようなものがバロッタ蒔代以前のドイツにおける散文文学の置かれて
いた状況であり，このような状況をうけて次のバロック時代に至って本格的な
ロマンの誕生に及ぶのである。
2．　バロヅク時代のロマン
　17挫紀は普通ドイツ文学史上ではバロック時代と呼ばれているが，もともと
はバロックという概念は造彩美術の様式を表わす概念であって，それが文学や
音楽にまなび適用され，ひいては1つの時代を表わす概念にまで転用されるよ
うになったのである。ところでバロヅク芸術に対して最初に芸術理論に基づい
た評価を与えたのは，ヴィソケルマソ（J　J・Wmcke1m汕n）（1717－68）の
『ギリシャ美術模倣論』（Gedanken砒er　die　Nachah㎜mg　der　Ghechischen
Wercke　in　der　Ma1erey　md　Bildhauer－K㎜st）（1755年）であって，17世
紀の芸術をルネッサソスの堕落の派生物，単なる粉飾，思想的に空虚で・盗意
と無内容な形式主義の作り出したものとLたのであった。19世紀の後半までは
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このような見方が支配的であったが，1888年にヴェルフリーソ（H．Wδ1飼in）
（18触一1946）の『ル不ツサソスとバ1コヅク』（Rena1ssanceundBarock）
が出るに及んで，このような観念は根本からくつがえったのである。ヴェルフ
リーソはバロック様式の独自性を発見し，1915年には『美術吏の基本概念』
（Kunstgeschichtliche　Grmdbegr雌e）の中で，造形芸術の比較分析から5つ
の対立概念，すなわち線的（1inear）と絵画的（malerisch），平面的（脱chen－
haft）と深奥的（tiefenhaft），閉された形式（9eschlossene　Fom）と開か
れた形式（o伍ene　Form），多元性（Vie1heit）と一元性（Einheit），明瞭性
（K1arheit）と不明瞭性（Unk1arheit）を明らかにLたのである。
　さてしからば文学史上でバロック時代とはどの期間を指すのであろうか。こ
の点についても学老の間で必ずしも一致した見解がなされてはいたい。たとえ
ぼ7レソッェル（H．A，Frenze1とE．Frenze1）の編集した『ドイツ文学史年
代順見取図』（Chrono1ogischer　Ab棚der　deutschen　Literaturgeschichte）
によれば，1470年一1600年の期問をルネッサンス時代とし，1600年一1720年を
バロック時代，1720年一1785年の期間を啓蒙主義時代としている。またボルヒ
ェルト（H．H．Borchert）のように美術史の概念を用いて，ルネッサンス時代
（15一ユ6世紀），マニエリスムス時代（16世紀後半），バロック時代（17世紀）
とLている学老もいる。｛5〕さらにヤソツ（H．Jantz）のように作家の年令グル
ープや誕生日のデータを基準にして，1615年から1745年までの130年の期間と
し，「1600年から1700年聞というように独断的に選ばれた期間は，文学的ある
いは芸術的に重要なことはこの期間に何も始まらなかったし，終りもしなかっ
たのだから，機械的たもので意味がない」としている。㈲しかしながらアーレ
ヴィン（Richard　A1ewyn）はrそればルネッサ1■スと啓蒙主義の聞の時代で，
ドイツでもヨーロッパでも，宮廷文化が市民文化に対して，旧教が新教に対し
て，造形芸術と演劇が文学に対して優位を占めていた時代である」とLてほぽ
17世紀をバロヅク時代としており，｛7］前述のレヅツァーも表題の『バロヅク時代
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のロマン（160（ト1700）』に対して『一時代への注解』（Kommenねr　zu　einer
Epoche）という副題をつけており，便宜的に理解し易いように17世紀をもっ
てバロック時代と見敷しても差支えないであろう。
　『ドィッのバロックロマン』（Der　Deutsche　Bar㏄kroman）の著者フォル
カー・マイト（Volker　Meid）によると，ドイツの文萎学者によってもバロッ
クロマンの研究はあまり手をつけられずになおざりにされていた都門のようで
ある。彼は次のように書いている。
　　「レ＿オ・コレヴィゥス（Leo　Cholevius）は1866年に17世紀の宮廷・歴
　史ロマンについて『この本が取扱う17世紀の歴史ロマンは，われわれの文学
　史の中でももっともハ1■ドブックの少ないものに数えあげられているが，そ
　れにもかかわらずもっとも著名た文学史家でも詳細な知識をもっていたいと
　される文芸作品のひとつになっている』と書き，この所見の理由として，2
　度と翻刻しないためにこのよ．うた古い本がめったに手に入らたいことと，大
　部分の人に読む気持を起させないようなこれらの作品の性質をあげている。
　実際中世やゲーテ時代には基礎的な出版や調査を行った実証主義の文芸学は，
　『ハンス・ザヅクス時代の民衆文学とゲーテ時代の古輿主義の間の衰徴の時
　代』（Zeit　des　Verfa1ls　zwischen　der　Volksdichtmg　der　HaI1s－Sachs－
　Zeit　und　der　K1assik　der　Goethezeit）にはほとんど興味を示さなかった
　のである。このような態度の結果は今日でもなお認められる。というのは精
　神史的た方向をもった20笹紀の文芸学は，文献および出版の点での下準傭の
　欠陥を取り除くために，ごくわずか恋ことLか行わなかったからである」
　ロマン派の詩人でもあり，また文芸批評家でもあったアイヒェンドルフ（J．
F．v．Eichendor舐）（1788二1857）が1857年に出版したrドイツ文学詩史』
（Geschichte　der　poetischen　Literatur　Deutsch1㎝ds）の中でバロック・ロ
マソをr詩的で，幾分かは狂気じみた百科辞典』（凹etische，gewissem鎚en
tollgewordeneReale㎜yk1op身dien）としたことはしばしば引用される言葉
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であるが，彼はバロヅクロマンの博識と不自然さと並んで，その虚構と奇形と
途方もない退屈さを非難している。アイヒェンドルフが宮廷・歴史小説に対し
て行ったこのような評価は，当時の他の批評家たちのそれと完全に一致してい
る。たとえぼ，ヴォルフ（O．L．B－Wo1ff）は，その『ロマンの一般史』（Al1－
gemeine　Geschichte　des　Romans）の中で，17世紀はグリンメルスハウゼ
ン（H．J－C－von　Grimme1shausen）の『ズイムプリツィスムス』（Simp1icis－
simus）の例外を除いては，まともな本は1冊も提示することはできないし，
この時代の文学製作には奇妙な病的なむずがゆさがあるとなげいている。この
ようなバロック・ロマンに対する低い評価に新Lい方向が与えられたのは，前
述したように美術史の研究から触発されたもので，1920代になって前記のボ
ルヒェルトやミュラー（G－M剛1er）の『ドイツ文学一ルネッサソスよりバ
ロヅクの終りまで』（Deutsche　D1chtmg　von　der　Renalssance　b1s　zum
Ausgang　des　Barock）が発表されてからのことであ私特にミュラーは宮廷
・歴史巨マソの複雑な構成へのとびらを開き，アントソ・ウルリヅヒの作晶の
中に宮廷的・人文主義的なバロヅク世界の全体像を綜合するハロヅク特有の規
模雄大な方式を認めることによって，宮廷・歴史ロマンヘの新評価に決定的な
はずみを与えたのである。
3．　バロヅク・1コマンのジャンル
　ところで17世紀，すなわちバロック時代を流れる2つの大きな精神的な流れ
は，人文主義（Hman1smus）と宗教改革（Refomat1on）であり，両者は多
くの点において対立を示している。現世の探究に努め，それに対して実行力や
形成力をささげる人文主義は，純粋な宗教へ道を新たに切り開き，彼岸への展
望を導き入れようとする宗教改革に対しては，ちょうど宗教的な狗東をうけて
いた申世時代と同じような本質的な対立関係に立っていた。このような分裂は
バロヅク文学の中にも見出されるのである。なぜならドイツ人たちの文学に対
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してヨーロッバのルネッサソス文学の形態を獲得しようとする際立って人文主
義的な努力と並んで，中世の特性，たとえぱ神秘的なもの，伝説的なものへの
嗜好や，現世に対する無常感がふたたびいきを吹き返しているからである。
　一方においては，此岸的たものを追及する人文主義着の形成意志は多面性，
円満，広い教養を目指しており，その自己意識，世才，信条は現世的な価値の
ために働いていた。人文主義の普遍的在学識を志ざす理想は，もろもろの科学，
たとえぱ詩学，古代言語，歴史学，地理学，数学，天文学，植物学，医学など
の新しい拡犬を熱望していた。ここでば非神学的た学都や，教養のある宮廷や，
ラテソ語の教室が普遍的な精神の証明であった。肖像画や建築物や書物が，そ
の美しさのまま最高の人間的完成の表現として出現したのである。
　しかしながら宗教改革からは，彼岸への問題が解決を迫っていた。宗教改革
は人間の現世執着の感椿を揺り動かし，人間にふたたび宗教的な課題の自覚を
捉がLていた。しかもこの上にさらに，人間にすべての浮世のはかなさの意識
を与え，宗教の中に精神的な保護と慰安を求めさせた30年戦争の体験が加っ
た。この30年戦争における苦悩の境遇こそ人間をして俗世界の利益追求に背を
向けさせ，神と彼岸に希望と信頼を求めさせたものであった。神と現世は，人
間にとっては完全な対立物であった。現世の混乱を体験Lた人間にとっては・
現世と神とのあいだには共通危ものは何物もありえなかった。バロックの宗教
的世界像は，この現世を悪魔が特権をもって支配する領域とみたしていた。現
世は完全な不信心と破壌の場所であり，悪魔の権力の表現であっれそれゆえ・
人閻は現世から逃避し，もっぱら神に所属する彼岸の領域に沈潜したのであ
る。人間は現世の存在を忘れつつ，深い熱情を燃やして，この世では直接認識
できない神を少くとも遠くから感じ取れるように，神秘の夢の幻想の中で神を
追い求めたのである。従って人閻にとっては，死はもはやこの世の生活の喜び
に対する恐るべき敵対者ではなく，特に演劇や叙情詩にしばしばはっきり見い
だされるように，生の苦悩からの待ち焦がれてやまない救済者であり，悪魔の
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世界から神の世界への移り変わりにすぎなかった。
　このようにバロヅク人聞の緊張状態は，現世逃避と現世追求の間を揺れ動き，
この緊張によって初めてバロックの人間は文字通りrバロヅク」（ポルトガル
語からきたもので，「いびつな，奇異な」を意味する）㈲たものになったのであ
私人間はこれらの対立の問であちらこちらへと引き裂かれ，不安と責苦に悩
まされ，疑惑と良心の呵責にせめたてられた。諦念と来世志向の気分と最高の
現世の快楽を求める気持は，お互いに絶えず激突し合い，両者のうちどちらも
終局的な勝利を獲得することはできないのである。人間は分裂状態に置かれ，
その対立を和解させようとする試みは，大低は激Lい不協和音を生み出すだけ
であった。バロックのロマソにおいても，このようなバロックの世界観の特色
は読み敢れるのである。バロック時代の目マソのジャンルは，一般に，（・）牧
人同マソ（Sc雌erroman），（b）宮廷・歴史ロマン（h舶sch－historischer
Roman），（c）悪漢ロマン（Picaroroman），（d）政治ロマソ（Politischer
Roman），（e）好色ロマン（9a1anter　Roman）の5つに分類されている。以
下もうすこし詳しく考察してみよう。
　（・）牧人回マソ
　牧人ロマソというのは，英語ではpastOra1novel，フランス語ではroman
Pastoralというように（Pastora1はラテン語のPastor＝Sch証er〔羊飼い〕に
由来している），田園の孤独の中に引っ込み，牧人の生活を理想化することに
よって，平和でよごれのない生活を讃美するもので，その意味でまさに前記の
現世逃避の文学の典型といえるであろう。またイエスはよき羊飼いであり，人
聞はイエスに導かれる羊の群れであるというキリスト教の思想も，牧人の生活
をおだやかな調和した愛の典型であるとする確信を高めたともいえるであろ
う。牧人ロマンの形ではなく，牧歌（あるいは田園詩）（Sc瞳fergedicht）の
形では，その起源は紀元前にさかのぼり，ヘルムート・プラングのように紀元
前6世紀頃のギリシャの詩人ステスィコ同ス（Stesichoros）とする人もある
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が，18j一般にはシシリー島の住人であったテオクリトス（Theokritos）（紀元
前316－260）とされている。彼が詩の中で創造した重要次人物は，ニソフと結
婚しそのニソフにあまりにもかたくなに尽くしすぎたために，アフロディテ
によって殺されてしまうダフニスであった。ついでローマ時代に至っては，ヴ
ェルギリウス（Vergilius）（紀元前70－19）がテオクリトスにならって『牧
歌』（Eclogae）を創作し，その中で汚れを知らない羊飼いの男女が素朴な悦楽
の中で生活する黄金時代を生き生きと描いている。牧人ロマンの起源と目すべ
きものは，「ロマーンの起源」の項で述べたロソゴスの『ダ7ニスとクロエー
物語』で，この作品がルネヅサンス以後のロマンの発達に大きな影響を及ぼし
たことも，すでに述べた通りである。
　しかしながら牧人ロマソのジャソルが確立したのは14世紀になって，ボッカ
チオがrアメート』（Ameto）（1341年頃）の中で羊飼いで猟師でもあつたアメ
ートが，高貴た婦人への愛によって浄化され高められる物語を描いてからとさ
れている。次いでイアコーポ・サナツァー口（IacopOSamazaro）（およそ
1456－1530）が1504年にナポリで『アルカーディア』（Arcadia）を出版した。
ここでも主人公スィンセー口は，失恋に対する絶望から羊飼いの田園牧歌の生
活へと舞いもどり，そこで羊飼いたちの不安のない生活を知り，その集会に参
加するのである。rアメート』と『アルカーディア』の2作は韻文と散文のま
じりあったもので，叙情的恋挿入場面が多く，波乱に富んだ連続したストーリ
ーには欠けている。連続的な物語風なストーリーをもった作品は，スペイソの
作家ホルヘ・デ・モ：■テマヨール（Jorge　de　Montemayor）（およそ1520－
1561）のrディアーナ』（Diana）（1559年バレ：■シァで出版）の出現によつて，
初めて実現した。この作品は，ロベスのrスペイン文学史』によれば，r魔法
使いフェリアの術のかかった水によって，最後に牧人たちの愛の葛藤が解決さ
れる物語で」rこの作品の価値はその筋書きにではなく，風景と壮麗な宮殿の
描写，幾人かの登場人物の巧みな心理分析の中にあり，牧歌的な虚構の背後に
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高い現実性がうかがわれる。その散文は清楚で柔らかく，また小説に挿入され
ているとくに伝統的な詩型は，作品をさらに興味深いものにしている。この小
説が国寛を越え外国で大きな成功を収めた理由がそのあたりにある」とされて
いる。ωガスパル・ヒル・ポー口（Gapar　Gi1Po1e）の『恋するディァーナ』
（D1ana　enamorada）（1564年，ハレソンァ）は，モンテマヨールのrティア
ーナ』の続編ともいうべき作品で，主人公のスィレーノとディアーナの物語を
ハッピー・エンドで終らせ，繕婚式の描写で大団円になっている。スベインで
は，このジャンルの流行は，セルバンテスの『ラ・ガラテーア』（La　Galatea）
（1585年），ロベ・デ・べ一ガ（Lope　de　Vega）（1562－1635）のrラ・アル
ヵ一ディァ』（La　Arcadia）で絶頂をきわめたが，17世紀に入ってからも存続
した。
　さらにイギリスでは，サー・フ4リップ・スィドニー（Sir　Phi1ip　Sidney）
（1554－1586）が妹のベンブローク伯爵夫人のために『アルカーディア』（英
語読みではrアーケィディア』（The　Countess　Pembroke’s　Arcadia）（1590
年）を書いている。これはrマケドニアの王子ピロクレスや王族マスィドラス
が難船して，太平をう一たう牧歌の世界アルカーディア国に漂流し，それぞれそ
この王女フィロクリアおよびパミラを恋し，それに様々な出来事が起るげれど
も，最後にピロクレスはフィロクリアと，またマスィドラスはパミラと結婚す
るという話」である。ωまたフラソスも牧人ロマンの発展に，それなりの寄与
をしてい孔例えぱ，ニコラ・ドゥ・モントルー（Nico1asdeMontreux）
（およそ156（ト1610）は，いくつかの事件を折り込みながら，モンテマヨール
流のスタイルで『ジュリェットの牧歌』（Les　Bergeries　deJu1ie廿e）（1585－
1598）を書いている。ついで17世紀のロマンのみならず文学全般，むしろ17
世紀の人々の感受性に決定的な影響を与えたオノレ・デュルフェ（Honor6
d’Urf6）（1536－1625）の『アストレ』（L’Astr6e）が作者の生前には3部に分
げて（1607，10，19年）刊行され，死後秘書バロー（Baro）により1627年に4
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巻と5巻が完成された。いまその簡単な筋立てを拾ってみると次のようにな
る。幽
　牧董セラドンと羊飼娘アストレは相恩相愛の仲である。しかし些細な行き違
いからアストレは嫉妬にかっとなり，彼女が呼びもどすまでもう眼の前に現わ
れないように命ずる。絶望したセラドソはそのままリニョン川に身を投げる。
折から雪どけで水量の増したリニョソ川は，セラドンを遠くへ運び去ってしま
う。セラドンは川下で，フォレス地方の女王アマディスの娘ガラテに救われて
求愛される身となる。しかしアストレに忠実なセラドンは城から脱け出し，そ
の土地のドルイド僧アダマスの庇護をうけて，森の奥深く隠れ住むことにな
る。ここでアストレのために祠を建て，ひたすらアスト1ノを慕いつづけるので
ある。
　他方アストレの側では，セラドンは死んだと思って嘆き悲しんでいる。セラ
ドソの惨めな生活を見守るアダマスは，ここで奇妙なアイディアを持った。セ
ラドソを女装させ，自分の娘のアレクシスとしてアストレに紹介するのであ
る。セラドンとして現われる訳ではないから，アストレの禁止には触れないと
解釈するのである。アストレは愛するセラドソの面影にそっくりの女性にすぐ
深い友情を抱き，二人は離れられない友人として日を送ることになっねその
頃フォレス地方に飯乱が起き，牧童たちはマルシイイの城にこもり，アダマス
の指揮下に，女王を護って飯乱に低抗する。デュルフェが書いたのはここまで
で，彼の死後二人が幸福な結婚によって結ばれる物語が秘書によって完結され
るのである。
　しかしながらこのロマソの真の主題は，このようた筋書きにあるのではなく，
むしろさまざまな形におげる愛の探究であり，いたる所で愛についての論議が
なされ，恋愛の種々相（幼たい恋，コケティヅシュな女性をめぐる愛，貞節な
女性に出会う困難たど）が具体的に記されている。デュルフェは牧人ロマ：／の
先駆者たちの手本から多くのものを受け継ぎ，また自分自身の体験をもつけ加
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えているが，彼にとっての関心事は，センチメンタルな牧人田園詩を描くこと
ではなく，むしろ牧人の世界の衣裳をまとって望まれる愛の理想を提示するこ
とであった。それ故この『アストレ』はまもなく色事の教科書になったほどで
あり，ドイツではr完全な恋人たちの協会」（Acad6mie　des　parfaits　amants）
がこの作品を援用して設立された。デュルフェの愛の哲学はルネッサンスに流
行したプラトンの影響が強く，愛とは感覚（特に眼）を通じて人の心に入り込
んでくる美に対する欲求ではあるが，理想においては真善美は一体であり，理
想的な愛は善を，真を求めることなり，結局神性を求めることと警しくなると
いうのである。このデュルフェの牧歌はあまりに成功したために，フランスで
はこの後を継ぐものが現われなかったのである。
　さて以上ヨーロッパ全般における牧人ロマンの歴史を見てきた訳であるが，
これらの牧人ロマンの主要なものは，17世紀の前半に続々とドイツ語に翻訳
され，ついにドイツにおける最初の牧人ロマソ，マルティーン・オーピヅツ
（Martin　Opitz）（1597－1639）のr妖精ヘルチニェの牧歌』（Schaferey　von
der　Nimpfen　Hercinie）（1630年，ブレスラウで出版）を生み出すに至ったの
である。この作品は，オーピッツがそのパトロソであったフォン・シャフゴッ
チュという人のために，敬意を示そうとして作った却興文学（Gelegenheits－
dichtmg）で，散文と叙情詩を対称的に取り合わせたり，洞窟の場面を挿入し
たりしている点や，筋書きがあいまいである点など，前述のサナツァー口の
『アルカーディア』と比較しうるものが見出される。オーピッツは，この作品
の中でドイツの国語協会（Sprachgesel1schaft），㈱特にニュルンベルクの人々
が範とするような規範を発展させたのである。これらの作品の中では，愛し合
う2人の男女というものが存在せず，愛というものは描かれずに，ただ愛につ
いての考察がなされているだけである。以下その内容を見てみよう。
　物語の作者は，外国へ旅立つ少し前に，山岳地帯を歩く。30年戦争の真った
だ中という現実のことは述べられてはいるが，これはただ汚れを知らない風景
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に対する対比として挙げられているだけである。作者は政治的な混乱を逃れて，
自然の理想境ともいうべき神々Lい牧歌的生活へ避難する。そこは作者による
と，あらゆる歓喜の住む場所，楽しい静寂境，妖繕や野原に棲む神々の離れ家
だという。オーピッツは，ひとりで物思いにふけろうと患い，籏になって寝入
ってしまう。眼を覚ましたとき，愛のソネッネが1つ頭に浮ぶ。
　そしてまたもう1つの詩を木の皮に彫る。そうこうするうちに，友人たちが
偶然彼の仲聞に加ってくる。これらの友人たちは，羊を連れていない羊飼いた
ちで，楽しく語り合い，お互いに自分たちの作った叙情詩の作品を披露し合
う。かれらは愛について，また旅の意義について語る。かれらによれば，愛と
いうものは，理性と調和し，愛と理性の2つがともに美を冒指して進むときの
み完全であるという。かれらは歌の中で，終始変らない，真の愛にあこがれ，
情事の遊戯や官能的な欲望をさける精神的な美の徳を賛美する。かれらは本当
は学識豊かな詩人であって、羊飼いに扮装してプラトンのエロスの讃歌を歌う
ために召集されたのであった。散歩の途中で，かれらはある小川のほとりにや
ってくるが，その小川の源泉まで辿ってみ飢そしてその際にかれらは，この
地方の話を語り合う。その小川の源は，いくつかの絵が飾ってある妖精の洞窟
から発しており，それらの絵ではフォン・シャフゴヅチュ家の栄誉がたたえら
れる。羊飼いたちの一行は，妖精によって山の案内を受ける。かれらはさらに
山の向う側を歩き続け，愛の呪文をとなえる魔女に出会ったりして，ついにシ
ャフゴヅチュ家の鉱泉のある美しい風景の所へやってきて，ここにとどまって
故郷の美しさをほめたたえる。鉱泉を飲む小屋の板の上には，かれらの作った
歌曲が書き記される。そLてこのような田園牧歌風な散歩を終えて，かれらは
帰宅するのである。
　このように人々がお互いに歌曲を歌い合う詩的な羊飼いの伸間を描く図式は，
同じような叙清的な吟行のモデルにたった。詩人が吟行の語りを始め，友人た
ちの名前が挙げられ，故郷の風景が詳Lく描写される。そしてあるバトロソを
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讃美することがどうしても必要で，またほら穴を歩いているか，あるいはある
建物を訪ねて行くと，バトロンの家系を示す画像のある画廊へ導かれる。対話
によって報告が行われ，散文と叙情詩がかわるがわるに登場し，愛のモチーフ
は自然の賞讃に席を譲るというのが，このような作品の雛形なのである。
　ゲオルゲ・フィーリップ・ハルスデルファー（George　Philipp　Harsdδrfer）
（1607－1658），ズィークムント・フォン・ビルケソ（SiegmundvonBirken）
（162トー1681），冒一ハソ・クラーイ（Johann　Klai）（161トー1656），パウル・
フレーミング（PaulF1e㎜ing）（1609－1640），7イーリヅブ・フォン・ツェ
＿ゼン（Phi1ipp▽onZesen）（161ト1689），エーノッホ・グレーザー（Enoch
G1至ser）（1628二1668），その他多くの人たちがオーピヅッの範例に従い，ドイ
ツ国語協会のメンバーであった学者詩人（前記の人たちはほとんどそのメンバ
ーである）の詩的流行になったほどである。
　ところで17世紀におけるドイツの牧人ロマソは，単に翻訳によって輸入され
た外国の牧人ロマンの継続とばかりは見徴しえ鮎・点も指摘されている。なぜ
ならそンテマヨールの『ディアーナ』や，デュルフェの『アストレ』のような
大形のものは存在せず，その代わりにハインリッヒ・マイヤーが注目したよう
な特殊の形態が発逢したからである。マイヤーはドイツにおける牧人文学に2
つの主要な傾向を認めている。ω第1のグループは，前記のオーピヅツの『妖
精ヘルチニエの牧歌』や，その系列に属する作品で，マイヤーはこれを「杜会
的文学としての牧人ロマン」（Sch射erroman　als　Gesel1schaftsdichtmg）（レ
ヅツァーは，何人かの組み合せから成り，パトロンやある風景を称えることが
会合の動機になっているので，Gese11schaftssch射ereiと呼んでいる）と名付
げている。そしてこれに対して事件が隈られた範囲内で展開し・たった1観の
男女の物語を扱っている第2のグループをr個人的文学」（Indi∀idualdichtmg）
という名称を用いている。これらの作品は，個々の点では相違があるが・構造
的にも内容的にも著しい共通点を示している。そして第1グループとの相違点
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は，ただ個人的な愛の物語が語られているという点だげでなく・描写の方法や
その結末にもあるのである。すなわち愛は，何人も逃れることのできたい強い
力で，人間に破滅をもたらすものとして感ぜられるが，結局は理性によって制
御され，若老は再びバラyスを取りもどすのである。従ってこれらのロマンは
愛する2人の別離という悲しい結末で終るのが通例である。
　例えば1632年にライプツィヒで出版された作者不明の『近作牧歌』（J伽gst－
erbawete　Sch鮒erey）（これには「あるいは恋する妖精アモネアとけなげな
羊飼いアマンドゥスについての清らかな恋の記述」（oderkeuscheLiebes－
Beschreil〕uI1g　von　der　Verliebte口Nimpfen　Amonea，Ynd　dem　Lobw匝r－
digen　Sch雛er　Amandus）という副題がついている）では，内気なアそネア
は，その意志に反して気高い羊飼いであるアマソドゥスに恋してしまうが・父
親がもどってきたことや，不幸な誤解によって，2人の間には早くも破局が訪
れ，決定的な別れに至ってしまうのである。アマンドゥスは，友人から理性に
よって恋に打ち勝つように説得され，理性が肉欲の愛に勝利をおさめる。そし
て商用旅行に出発することによって，現世の取引に没頭するのである。牧歌的
なイメージは打ち破られ，市民的な世界が登場するのである。このような個人
的牧人戸マンは，理念的な存在の確証よりはむしろ具体的な自己確認の確立を
求める体験文学の最初の試みといえるであろう。現実の生活状況が・徐々に牧
人の流行というような詩的た仮装を駆逐したのである。
　このような個人的牧人ロマソのジャ：／ルに属するものとしてはその外に1647
年にドレスデ：■で出版された噺作滑稽牧歌四日物語』（Vier　T鴫e　einer
Newen　md　Lustigen　Sch雄erey）の第1部で，1636年にライプツィヒで出
たr冬の日牧歌』（Winter－Tags　Sch雄erey）（作者はクリスティアソ・ブレ
ーメ（Christian　Brehme）といわれているが，はっきりはしていない）・作着
不明の1642年に出版された『荒らされた牧歌』（Die　vem沌stete　vndマerδdete
Sch証erey），ヤーコプ・シュヴィーガー（Jakob　Schwieger）の『あざ笑われ
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たヴィーナス』（Ver1achte　Venus）（1659年）および『誘惑された羊飼いの女
ツ4ンティェ』（Die　ver揃hrte　Sch証ehn　Cynthie）（1660年），r恋人たちの
愚行』（Thorheit　der　Ver1iebten）（1668年）などがある。その外，17世紀も
後半になると，風刺的・ピカレスク風の要素が取り入れられたり，リアリステ
ィックな場面な観念的なユートピアを押しのげたりして，様々な混合形態が登
場してい私例えば牧人的な環境に学生生活のエピソードが結び付いたりした
ものや・反宗教改革的な傾向を受け入れた宗教的な牧人ロマンなどがそうであ
る。
　さて前述したように，ドイツの個人的牧人ロマンは，愛する2人の別離と
いう悲しい結末で終るのが通例であるが，1つ例外をなすのは，1663年にフラ
ンクフルトで初版が出版され，その後多くの版を重ねたヨーハン・トーマス
（JohaI1n　Thomas）の『ダーモンとリズィレ』（Damon　md　Lisi1le）である。
このロマンにはダーモンとリズィレという2人の結婚生活が目常茶飯事に至る
まで散文的に描かれていて，牧人のコステユームをまとってはいるが，それは
もはや冤実生活を描くための文学的た口実になってしまっている。この現世の
無常とその現世の無常を禁欲的なたゆまぬ苦行によって克服しようとするバロ
ヅクの教えは，ここでは相互の信頼と協力に変ってい私魏世からは否定的な
局面が取り去られ，愛と結婚は個人的な体験になるのである。この非バロック
的ともいうべきロマンが好評を博したということは，犬衆が現世否定的なきま
り文句の重荷の中に埋没しないか，あるいはその観念性によって読者自身の現
実生活との比較を不可能にしてしまわないような物語を求めていたことの証拠
である。その意味で次の時代への橋渡しの作品といえるであろう。（以下続く）
注（1）H・Pau1：D㎝tsches　W6rterbuchによる。
　（2〕　フランス文学講座第1巻所載　新倉新一『笑いの文学』による。
　（3）H・G　R6tzer：Der　Roman　des　Barock
　（4）　フリッツ・マルティー二：『ドイツ文学史』による。
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（5）　H．H．Borchert：Geschichte　des　Romans　und　der　Novelle　in　Deutschland・
（6）　H．Jantz：Die　Erforschung　des　Barock。
（7）R．Alewyn：Deutsche　Barock｛orschung・
（8）　ドイツ語のbar㏄kという言葉は，18世紀にフラソス語のbamque（本来は「斜
　めの，不規貝oな，異様汰」の意）から借用したもので，このフラソス語が「バロッ
　ク様式の」という意味をもつようになったのは，イタリア語のbar㏄coから受け
　たもので，両老ともポルトガル語のbarro㏄oに由来し，もともとはr不規則た形
　をした真珠」（an　irre刺arly・shaped　pear1）のことで，それが一般化されて現代
　のような意味になったのである。（Duden：Herkunftsw6rterbuchその他による。）
（g）He1mut　Pra㎎：Fomgeschic肚e　der　Dichtkmst．
（1◎　Jos6Garcia　L6pez：Resu㎜en　de　historia　de　las　lieteraturas　hispanicas（東
　谷・有本訳『スベイソ文挙史』）。
⑪　斉藤勇：『イギリス文学史』鉋
⑫　『フラソス文学講座第2巻』中の福井芳男：「バロック期の小説」および『フラ
　ソス文学辞典』による。
⑬　国語協会というのは，17世紀に「高地ドイツ語をできうる限り外国語を混じえず
　に本来の正しい姿にとどめ，そして話す場合にはもっともよい発音に留意し，同時
　に文章を書き，詩を作る場合にはもっとも純粋な語法を用いること」を目ざして作
　られたもので，テユーリンゲソの誌侯と貴族たちが1617年に設立した『実りの会』
　（Fmchtbringende　Gesenscha｛t）を初めとして，『椴の木協会』（Tamengesel1－
　scha｛t），『ドイツ主義杜』（Teutschgesimte　Gemssenschaft），『エルベ白鳥会』
　（1≡：1bschwanenOrden）などが続々作られた。
⑭　Heinrich　Meyer：Der　deutsche　Sch証e耐o血an　des17・Jahrhunde針s・
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